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『

平
家
物
語』

の
所
謂
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
の
詞
章

(

記

事)

の
異
同
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
察
さ
れ
て
来
た
。
当
道
系
諸
本
の
そ
れ

が
琵
琶
法
師
の
語
り
に
繋
が
る
詞
章
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
右
の
詞
章

(

記
事)

の
異
同
の
中
に
は
、
琵
琶
語
り
に
適
す
る
内
容
と
避
け
ら
れ

た
内
容
の
問
題
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

筆
者
も
、
こ
れ
ま
で
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
の
詞
章(
記
事)

の
異
同
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
て
来
た
。
し
か
し
、
琵
琶

語
り
に
即
し
て
詞
章

(

記
事)

の
異
同
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
拙
稿

｢『

平
家
物
語』

諸
本
の
琵
琶
関
係
記
事｣

(

注
１)

を
纏
め
て
い
る
時
、
琵
琶
に
関
連
す
る
記
事
を
材
料
に
し
て
琵
琶
語
り

に
適
す
る
内
容
と
そ
う
で
な
い
内
容
と
を
直
接
に
論
じ
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
ず
琵

琶
語
り
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
生
じ
る
詞
章(

記
事)

の
違
い
を
探
っ

て
み
た
い
。
琵
琶
語
り
さ
れ
な
い
記
事
は
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
、
特
徴

を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
稿
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て

み
た
時
、
延
慶
本
、
長
門
本
、
源
平
盛
衰
記
、
四
部
合
戦
状
本
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
本
と
し
て
見
え
て
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
、
延

慶
本
と
四
部
合
戦
状
本
と
い
う
気
に
な
る
二
本
の
関
係
が
、
新
た
な
る

相
貌
を
も
っ
て
見
え
て
来
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
当
道

系
諸
本
の
特
徴
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
箇
所
は
、
琵
琶
に
関
連

す
る
記
事
の
う
ち
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
が
基
本
的
に
明
確

な
違
い
を
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
、
本
稿
で
扱
う
諸
本
は
当

道
系
諸
本
が
屋
代
本
、
覚
一
本
、
中
院
本
、
城
方
本
、
そ
の
他
の
諸
本

は
延
慶
本
、
長
門
本
、
源
平
盛
衰
記
、
源
平
闘
諍
録
、
四
部
合
戦
状
本
、

南
都
本
、
南
都
異
本
の
合
計
十
一
本
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
扱
っ
た
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記
事
で
は
、
当
道
系
諸
本
間
で
は
欠
巻
、
欠
話
以
外
の
記
事
の
差
が
な

く
、
そ
の
他
の
諸
本
の
う
ち
源
平
闘
諍
録
は
全
て
欠
巻
と
な
っ
て
い
た
。

一

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
他
の
諸
本
に
あ
っ
て
当
道
系
諸
本

に
は
無
い
、
琵
琶
の
音
色
を

｢
新
楽
府｣

や

｢

琵
琶
行｣

の
表
現
を
利

用
し
て
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
師
長
の
熱
田
法
楽
の
延
慶
本

(

注
２)

の
該
当
部

を
次
に
引
い
て
示
そ
う
。

師
長
、
神
明
法
楽
ノ
為
ニ
琵
琶
ヲ
弾
シ
給
ケ
ル
ニ
、
所
元
ヨ
リ
無

智
ノ
俗
ナ
レ
ハ
、
情
ヲ
シ
レ
ル
人
希
也
。
邑
老
、
村
女
、
漁
人
、

野
叟
、
頭
ヲ
ウ
ナ
タ
レ
耳
ヲ
峙
ト
云
ト
モ
、
更
ニ
清
濁
ヲ
分
チ
呂

律
ヲ
シ
レ
ル
事
ナ
シ
。
サ
レ
ト
モ
瓠
巴
琴
ヲ
弾
セ
シ
カ
ハ
、
魚
鱗

ヲ
ト
リ
ホ
ト
ハ
シ
リ
、
虞
公
歌
ヲ
発
セ
シ
カ
ハ
、
梁
塵
動
キ
ウ
コ

ク
。
物
ノ
妙
ヘ
ナ
ル
ヲ
極
ム
ル
、
自
然
ニ
感
ヲ
催
ス
理
ニ
テ
、
満

座
涙
ヲ
押
フ
。｢

其
声�々
竊
々
ト
シ
テ
、
又
錚
々
タ
リ
。
大
絃

小
絃
ノ
金
桂
ノ
ア
ヤ
ツ
リ
、
大
珠
小
珠
ノ
玉
盤
ニ
ヲ
ツ
ル
ニ
相
似

タ
リ
。｣

調
弾
ス
ル
数
曲
ヲ
尽
シ
、
夜
漏
深
更
ニ
及
テ
、

右
の
引
用
文
中
の

｢
｣

の
部
分
が
延
慶
本
、
長
門
本
、
源
平
盛
衰

記
、
四
部
合
戦
状
本
に
は
あ
る
が
、
当
道
系
諸
本
四
本
に
は
無
い

(

源

平
闘
諍
録
、
南
都
本
、
南
都
異
本
は
欠
巻)

。
こ
の
よ
う
な

｢

琵
琶
行｣

な
ど
を
利
用
し
た
琵
琶
の
音
色
の
形
容
は
、
延
慶
本
、
長
門
本
、
源
平

盛
衰
記
に
あ
る
師
長
の
宮
路
山
で
の
琵
琶
弾
奏

(

源
平
闘
諍
録
、
南
都

本
、
南
都
異
本
は
欠
巻
、
そ
の
他
の
諸
本
に
は
宮
路
山
琵
琶
弾
奏
記
事

が
無
い)

や
延
慶
本
の
み
に
あ
る
住
吉
大
明
神
の
鳥
羽
殿
御
遊
の
折
の

琵
琶
弾
奏

(

四
部
合
戦
状
本
、
南
都
本
、
南
都
異
本
は
欠
巻
、
そ
の
他

の
諸
本
に
は
こ
の
鳥
羽
殿
御
遊
の
記
事
が
無
い)

に
も
出
て
来
る
。

こ
れ
ら
三
箇
所
に
出
て
来
る

｢

新
楽
府｣

・｢

琵
琶
行｣

を
利
用
し
た

琵
琶
の
音
色
の
形
容
表
現
は
何
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。｢

新
楽
府｣

や

｢

琵
琶
行｣

の
表
現
は
、
言
語
に
よ
っ
て
琵
琶
の
音
楽
を
想
像
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
こ
の
詩
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
は
こ
の

よ
う
な
音
色
だ
と
琵
琶
が
実
演
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
こ
の
創
像
力
に
よ

る
音
色
の
世
界
を
打
ち
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
先
に
示
し
た
表
現
が
当
道
系
諸

本
に
無
い
こ
と
の
意
味
が
見
え
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
琵
琶
が
演

奏
さ
れ
る
場
で
は
、
先
の

｢

新
楽
府｣

・｢

琵
琶
行｣

を
利
用
し
た
琵
琶

の
音
色
の
形
容
表
現
は
不
要
で
あ
る
、
と
い
う
以
上
に
、
琵
琶
の
弾
奏

の
邪
魔
物
で
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。
従
っ
て
、
当
道
系
諸
本
は
、
琵
琶

の
音
色
を
形
容
す
る
表
現
を
有
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
極
的
な
が

ら
琵
琶
の
弾
奏
が
入
る
こ
と
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た

『

平
家

物
語』
の
詞
章
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
・
四
部
合
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戦
状
本
は
琵
琶
の
弾
奏
と
共
に
は
享
受
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
道
系
諸
本
に
対
し
て
最
も
対
極
的
な
性

格
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
の
が
延
慶
本
で
あ
る

(

量
上
だ
が)

。
延
慶

本
等
四
本
の
祖
本
の
編
著
は
、
琵
琶
語
り
と
は
別
な
享
受
を
意
識
し
て

の
改
作
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
琵
琶
語
り
が
延
慶
本
等
四

本
の
よ
う
な
も
の
か
ら
の
省
略
編
著
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。『

平
家
物
語』
諸
本
を
並
べ
て
そ
の
原
本
を
想
い
遣
る

と
、
当
道
系
と
そ
の
他
と
い
う
二
つ
の
流
れ
の
源
泉
と
い
う
微
妙
な
形

に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
現
存
諸
本
は
作
品
の
部
分
部
分
で
改

編
作
業
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
本
稿
で
導
き
出
さ
れ
る
結

論
を
、
直
ち
に
そ
の
一
本
全
体
の
結
論
と
は
成
し
難
い
。
し
か
し
、
本

節
で
取
り
上
げ
た
琵
琶
の
音
色
の
表
現
の
有
無
が
、
全
体
に
ど
れ
程
及

ぶ
か
は
不
明
と
し
て
も
、
琵
琶
語
り
と
の
直
接
の
関
わ
り
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
は
、
当
道
系
諸
本
の
性
格
と
そ
の
他
の

諸
本
の
性
格
に
つ
い
て
、
極
め
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
道
系
諸
本
と
琵
琶
語
り
と
の
関
わ

り
と
い
う
点
で
最
も
対
極
的
な
本
文
を
示
す
の
が
延
慶
本
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
、
同
様
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

二

『

平
家
物
語』

に
お
い
て
、
妙
音
院
太
政
大
臣
師
長
は
清
盛
生
前
の

琵
琶
弾
き
の
代
表
だ
が
、
清
盛
死
後
の
琵
琶
弾
き
の
代
表
は
皇
太
后
宮

亮
経
正
で
あ
る
。
こ
の
経
正
が
仁
和
寺
守
覚
法
親
王
か
ら
預
っ
て
い
た

琵
琶
が
青
山
で
あ
る
。
経
正
の
琵
琶
説
話
は
大
半
が
こ
の
青
山
に
関
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て

『

平
家
物
語』

諸
本
は
、
こ
の
琵
琶
青
山
の
名
称
の
由
来
に
つ

い
て
、｢

青
山
ノ
緑
ノ
梢
ヨ
リ
天
人
天
降
リ
、
廻
雪
ノ
袖
ヲ
ヒ
ル
カ
ヘ

ス｣
(

延
慶
本)

と
い
う
霊
異
が
生
じ
た
の
で
と
す
る
延
慶
本
、
源
平

盛
衰
記
、
南
都
本
と

｢

夏
山
の
峯
の
み
ど
り
の
木
の
間
よ
り
、
有
明
の

月
の
出
る
を
撥
面
に
か
ゝ
れ
た
り
け
る
ゆ
へ
に
こ
そ
、
青
山
と
は
付
ら

れ
た
れ｣

(

覚
一
本) (

注
３)

と
す
る
覚
一
本
・
中
院
本
・
城
方
本
と
に
分
け

ら
れ
る

(

源
平
闘
諍
録
・
南
都
異
本
は
欠
巻
、
長
門
本
・
四
部
合
戦
状

本
・
屋
代
本
は
欠
話)

。
猶
、
源
平
盛
衰
記
に
は
覚
一
本
な
ど
に
あ
る

由
来
譚
も
合
わ
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
異
説
と
し
て
取

り
込
ん
だ
も
の

(

所
々
に
見
ら
れ
る)

と
見
て
宜
か
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
名
称
の
由
来
で
あ
る
が
、
延
長
四

(

一
二

五
二)

年
成
立
の

『

十
訓
抄』

に
は
玄
上
に
つ
い
て
持
ち
主
の
名
と
す

る
或
る
人
の
説
を
否
定
的
に
紹
介
し
た
後
、｢

撥
面
に
黒
き
象
を
か
け

に
よ
り
て
玄
象
と
い
ふ
と
そ｣

と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
玄
上
の

名
前
の
由
来
は
建
保
三

(

一
二
一
五)

年
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い

る

『

古
事
談』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
ぴ
っ
た
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り
の
絵
か
ら
と
す
る
説
は

『

十
訓
抄』

以
前
に
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

源
平
盛
衰
記
は
、
外
に
琵
琶
牧
馬
に
つ
い
て
も

｢

譬
ハ
撥
面
ニ
牧
ノ
馬

ト
書
タ
レ
ハ
彼
ノ
琵
琶
ヲ
牧
馬
ト
如
云
也

(

注
４)｣

と
説
明
し
て
い
て
、
撥
面

説
に
大
き
く
傾
斜
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
名
称
由
来
説
で
あ
る
が
、
琵
琶
を
弾
じ
る
場
に

お
い
て
は
覚
一
本
な
ど
の
撥
面
由
来
説
が
無
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
延

慶
本
な
ど
の
霊
異
説
は
、
物
語
と
し
て
は
面
白
く
て
も
、
琵
琶
が
話
題

に
な
っ
た
時
、
琵
琶
弾
き
の
誇
り
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
延
慶
本
な
ど
の
名
称
由
来
譚
は
琵
琶
語

り
に
は
相
応
し
く
な
い
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
当
道
系
諸
本
の
も

の
は
、『

十
訓
抄』

の
頃
に
出
て
来
た
、
琵
琶
に
即
し
た
無
難
な
由
来

譚
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
青
山
が
玄
上
と
同
じ
く
廉
承
武
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
虚

構
さ
れ
た
時
、
村
上
天
皇
の
琵
琶
弾
奏
譚
に
青
山
が
入
り
こ
む
こ
と
に

な
っ
た
。
村
上
天
皇
の
琵
琶
弾
奏
譚
は
、『

古
事
談』

・『

十
訓
抄』
に

あ
る
。
延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
は
、
こ
の

『

古
事
談』

・『
十

訓
抄』

と
同
内
容
の
話
を
一
連
の
師
長
の
芸
能
譚
の
中
に
記
し
、
そ
の

一
方
で
、
こ
れ
の
変
形
と
い
っ
た
風
の
青
山
弾
奏
譚
を
経
正
説
話
の
中

に
記
す
の
で
あ
る
。
即
ち
、
村
上
天
皇
が
青
山
を
弾
奏
す
る
と
、｢

天

人
天
降
テ
廻
雪
ノ
袖
ヲ
ヒ
ル
カ
ヘ
シ｣

(

延
慶
本)

と
い
う
名
称
由
来

譚
と
同
じ
霊
異
が
生
じ
た
と
す
る
。
一
方
、
覚
一
本
・
中
院
本
・
城
方

本
は
、『

古
事
談』

・『

十
訓
抄』

の
説
話
の
中
に
青
山
を
組
み
入
れ
て

い
る
。『

古
事
談』

・『

十
訓
抄』

な
ど
で
は
村
上
天
皇
が
そ
れ
ま
で
弾

い
て
い
た
玄
上
を

｢

令
差
置
給
タ
リ
ケ
レ
ハ

カ
キ
ナ
ラ
シ
テ｣

(

古

事
談)

と
な
っ
て
い
る
が
、
覚
一
本
な
ど
三
本
は
そ
れ
を

｢

御
前
に
立

ら
れ
た
る
青
山
を
と
り｣

と
、
玄
上
と
は
別
の
琵
琶
青
山
と
す
る
の
で

あ
る
。
猶
、
村
上
天
皇
の
琵
琶
弾
奏
は
、
源
平
闘
諍
録
、
南
都
異
本
は

欠
巻
、
四
部
合
戦
状
本
・
屋
代
本
は
欠
話
と
な
っ
て
い
る
。

青
山
を
弾
奏
す
る
と
霊
異
が
生
じ
る
と
い
う
方
向
で
、
延
慶
本
・
長

門
本

(

源
平
盛
衰
記
・
南
都
本

(

注
５))

は
、
も
う
一
つ
の
説
話
を
記
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
経
正
が
宇
佐
宮
で
青
山
を
弾
じ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

延
慶
本
・
長
門
本
で
は
、
こ
の
時
、
宇
佐
の
神
明
が

｢

天
童
ノ
形
ニ
顕

レ
テ
社
壇
ノ
上
ニ
テ
舞｣

(

延
慶
本)

っ
た
と
す
る

(

源
平
盛
衰
記
・

南
都
本
で
は
天
童
が
千
鳥
と
な
っ
て
い
る)

。
覚
一
本
・
中
院
本
・
城

方
本
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
延
慶
本
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
満
座
の

人
々
が
感
動
し
た
こ
と
を
記
す
だ
け
で
あ
る

(

源
平
闘
諍
録
・
南
都
異

本
は
欠
巻
、
四
部
合
戦
状
本
・
屋
代
本
に
は
こ
の
話
が
無
い)

。
さ
て
、

こ
の
延
慶
本
な
ど
四
本
の
経
正
弾
奏
の
構
想
は
、
師
長
の
熱
田
法
楽
の

展
開
を
一
部
逆
に
し
た
気
味
が
あ
る
。
延
慶
本
の
熱
田
法
楽
は
、
師
長

の
琵
琶
に
満
座
感
涙
を
流
し
た
こ
と
か
ら
、｢

琵
琶
行｣

な
ど
を
利
用

し
た
音
色
の
形
容
、『

十
訓
抄』

の
記
す
宝
殿
振
動
の
霊
異
へ
と
続
い

て
い
る
。
経
正
の
弾
奏
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
始
め
に
黄
鐘
調
で
海
青
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楽
を
弾
く
と
霊
異
が
生
じ
、
次
に
流
泉
を
弾
く
と
満
座
感
涙
を
流
す
と
、

霊
異
の
配
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

延
慶
本
な
ど
の
経
正
弾
奏
は
師
長
の
熱
田
法
楽
に
対
照
し
て
、
机
上
で

作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

(

四
本
の
中
で
は
、
延

慶
本
の
も
の
が
本
の
形
と
考
え
ら
れ
る)

。
又
、
こ
れ
ら
の
琵
琶
弾
奏

譚
は
、『

十
訓
抄』

が
纏
め
ら
れ
る
頃
、『

平
家
物
語』

に
も
取
り
入
れ

ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
経
正
の
青
山
弾
奏
に
霊
異
を
入
れ
な
か
っ
た
覚
一
本
な
ど
は
、

経
正
の
竹
生
島
詣
で
の
句
を
設
け
、
そ
こ
に
霊
異
を
記
す

(

こ
の
記
事

は
、
覚
一
本
・
中
院
本
・
城
方
本
の
外
、
屋
代
本
抜
書
・
南
都
本
、
源

平
盛
衰
記
に
も
あ
る)

。
従
っ
て
、
延
慶
本
な
ど
の
場
合
は
青
山
と
い

う
琵
琶
を
弾
い
た
か
ら
霊
異
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
当
道
系
諸
本
方
の
も
の
は
経
正
が
弾
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な

る

(

な
お
、
平
家
軍
の
木
曽
義
仲
追
討
の
道
中
と
い
う
筋
か
ら
は
全
く

遊
離
し
た
内
容
で
あ
る)

。
そ
の
霊
異
は
袖
に
白
竜
が
現
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
竜
は
盲
僧
の
琵
琶
弾
奏
の
霊
異
に
極
普
通
に
出
て
来
る
。

従
っ
て
、
袖
に
白
竜
が
現
れ
る
と
い
う
霊
異
は
、
盲
僧
が
語
っ
て
も
何

の
異
和
感
も
あ
る
ま
い
。
そ
れ
に
し
て
も
経
正
が
弾
奏
し
た
の
が
上
玄

石
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
屋
代
本
抜
書
は
覚
一
本
な
ど
か
ら

持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

(

上
玄
石
上
の
曲
は
、
村
上

天
皇
に
廉
承
武
の
霊
が
伝
え
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る)

。

こ
こ
で
、
覚
一
本
・
中
院
本
・
城
方
本
の
琵
琶
弾
奏
の
霊
異
譚
を
見

直
し
て
み
る
と
、『

十
訓
抄』

な
ど
の
説
話
集
に
出
て
来
る
も
の
と
、

盲
僧
の
型
通
り
の
竜
に
関
す
る
も
の
と
の
二
通
り
に
な
る

(

屋
代
本
の

本
体
に
は
何
も
無
い)

。
覚
一
本
な
ど
は
延
慶
本
な
ど
に
比
べ
る
と
、

霊
異
譚
も
厳
選
・
集
約
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
盲

僧
の
記
憶
力
や
説
話
内
容
の
評
価
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

『

十
訓
抄』

に
あ
る
師
長
の
琵
琶
弾
奏
説
話
で
、
覚
一
本
と
延
慶
本
・

源
平
盛
衰
記

(

・
長
門
本

(

注
６))

で
内
容
の
相
当
に
異
な
る
も
の
が
あ
る

(

源
平
闘
諍
録
・
南
都
異
本
は
欠
巻
。
四
部
合
戦
状
本
・
南
都
本
・
中

院
本
・
城
方
本
に
は
こ
の
記
事
が
無
い)

。
先
ず
、『

十
訓
抄』

の
記
事

を
記
し
て
置
こ
う
。

そ
の
比

(

筆
者
注

土
佐
よ
り
帰
洛
の
時)

大
臣
院
参
せ
ら
れ
た

り
け
る
に

琵
琶
ひ
さ
し
く
聞
か
す

ゆ
か
し
く
こ
そ
と
て

琵

琶
を
た
ま
は
ら
せ
け
れ
は

た
ま
ひ
て

先
つ
賀
王
恩
と
い
ふ
楽

を
ひ
き

次
き
に
還
城
楽
を
ひ
き
給
へ
り
け
る

心
は
せ
い
み
し

か
り
け
り

こ
れ
に
対
し
て
、
延
慶
本
・
源
平
盛
衰
記

(

・
長
門
本)

で
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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此
大
臣
帰
京
ノ
後
、
御
参
内
ア
リ
テ

琵
琶
ヲ
調
給
シ
カ
ハ

月

卿
雲
客
耳
ヲ
ウ
ナ
タ
レ

堂
上
堂
下
目
ヲ
ス
マ
シ
テ

何
ナ
ル
秘

曲
ヲ
カ
弾
給
ハ
ム
ス
ラ
ム
ト
思
居
タ
ル
ニ

世
ノ
常
ノ
様
ナ
ル
賀

王
恩

還
城
楽
ヲ
被
弾
タ
リ
ケ
ル
ニ

諸
人
思
ハ
ス
ニ
成
ニ
ケ
リ

而
ニ
賀
王
恩

還
城
楽
ト
ハ

王
恩
ヲ
悦
テ
都
ヘ
帰
リ
楽
ム
ト

ヨ
メ
リ

昨
日
ハ
東
関
ノ
外
ニ
被
遷
テ

物
ウ
キ
ス
マ
ヒ
ナ
リ
ケ

レ
ト
モ

今
日
ハ
北
闕
ノ
内
ニ
仕
ヘ
テ

楽
シ
ミ
栄
ヘ
給
ヘ
ハ

此
曲
ヲ
奏
シ
給
フ
モ
理
ト
ソ
オ
ホ
ユ
ル

(

延
慶
本)

『

十
訓
抄』

は
、
後
白
河
上
皇
の
所
望
に
応
え
た
師
長
の
弾
奏
を
あ
っ

さ
り
と

｢

心
は
せ
い
み
し
か
り
け
り｣
と
い
う
評
で
済
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
末
尾
の
評
が
、
賀
王
恩
・
還
城
楽
と
い
う
名
の
曲
の
選
定
を
中
心

と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
延
慶
本
・
源

平
盛
衰
記

(

長
門
本
も)

の
も
の
も
、
こ
の
曲
の
選
定
を
焦
点
に
し
て

説
話
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
月
卿
雲
客
の
期
待
と
落

胆
の
描
出
は
、
編
著
者
の
曲
名
の
解
説
を
引
き
出
す
為
の
工
夫
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
で
、
延
慶
本
・
源
平
盛
衰
記(

・
長
門
本)

は『

十
訓
抄』

の
内
容
を
よ
り
劇
化
し
て
、
詳
し
く
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
延
慶
本
と
源
平
盛
衰
記
は
こ
の
師
長
の
帰
洛
を

｢

昨
日
ハ

東
関
ノ
外
ニ
被
遷
テ

物
ウ
キ
ス
マ
ヒ
ナ
リ
ケ
レ
ト
モ｣

と
記
し
て
い

る
の
で
、
尾
張
国
か
ら
の
帰
洛
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(

尾
張
国
で

出
家
し
て
い
る
が)

。
し
か
し
、
師
長
が
賀
王
恩
な
ど
を
弾
奏
し
た
の

は
、『

十
訓
抄』

や
嘉
応
二

(

一
一
七
〇)

年
成
立
の

『

今
鏡』

等
に

土
佐
か
ら
の
帰
洛
の
時
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
延
慶
本
・
源
平
盛
衰
記

の
誤
り
で
あ
る

(

注
７)

。
延
慶
本
・
源
平
盛
衰
記
の
祖
本
は
、
こ
の
説
話
を
劇

化
し
て
詳
し
く
記
す
時
に
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
門
本
は
、
延
慶

本
・
源
平
盛
衰
と
同
じ
く
、
曲
の
選
定
を
焦
点
に
劇
化
し
た
内
容
な
が

ら
、
正
し
く
土
佐
か
ら
の
帰
洛
の
時
の
話
と
し
て
い
る
。
又
、
長
門
本

は
、
次
の
よ
う
に
還
城
楽
の
弾
奏
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
る
。

次
に
け
ん
し
や
う
ら
く
を
ひ
き
給
ひ
け
る
に

君
も
臣
も
思
の
ほ

か
に
聞
し
め
し
け
り

そ
か
う

万
秋
ら
く
の

五
六
調
に
か
ゝ

り
て

さ
ま

く
の
き
よ
く
も
あ
る
そ
か
し

な
そ
尻
ふ
り

よ

こ
た
は
り
た
る
け
ん
し
や
う
ら
く
を

ひ
き
事
は
と

御
た
つ
ね

あ
り
け
れ
は

賀
王
恩
は
問
題
に
せ
ず
、
還
城
楽
を
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
賀
王

恩
だ
け
を
記
す

『

今
鏡』

に
何
か
関
す
る
所
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

又
、
長
門
本
で
は
二
条
天
皇
や
側
近
が
見
蛇
楽
と
捉
え
て
不
満
を
表
明

し
た
の
に
対
し
て
、
師
長
は
還
城
楽
と
書
く
の
だ
と
答
え
た
と
な
っ
て

い
て
、
漢
字
の
当
て
方
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
師
長
の
権
威
で
一
決

し
た
様
だ
が
、
見
蛇
楽
が
本
来
の
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
強

引
な
決
着
の
付
け
様
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
、
延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
が
一
連
の
師
長

に
関
す
る
記
事
の
中
で
こ
の
帰
洛
の
演
奏
に
言
及
す
る
の
に
対
し
て
、
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覚
一
本
は
、
編
年
的
に
養
和
元

(

一
一
八
一)

年
七
月
十
四
日
の
非
常

の
大
赦
か
ら
二
十
八
日
の
師
長
、
資
賢
の
院
参
、
芸
の
披
露
と
続
け
て

い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
延
慶
本
な
ど
に
比
べ
る
と
覚
一
本
は
記

事
の
集
約
化
を
図
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
逆
の
現
象
で
あ
る
。

覚
一
本
の
弾
奏
曲
に
関
す
る
文
は

｢

去
る
長
寛
の
帰
洛
に
は

御
前
の

簀
子
に
し
て
賀
王
恩

還
城
楽
を
ひ
か
せ
給
し
に

養
和
の
今
の
帰
京

に
は

仙
洞
に
し
て
秋
風
楽
を
そ
あ
そ
は
し
け
る｣

と
な
っ
て
い
る
。

秋
風
楽
を
弾
奏
し
た
と
い
う
の
は
七
月
末
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

師
長
の
実
際
の
帰
洛
は
三
月

(

注
８)

な
の
で
、
一
見
記
録
風
の
覚
一
本
の
記
事

は
仮
構
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
さ
て
、
覚
一
本
は
、
こ
の
師
長

の
記
事
か
ら
資
賢
の
今
様
に
続
い
て
行
く
。
こ
の
展
開
は
、
秋
風
楽
が

違
う
だ
け
で
、『

十
訓
抄』

の
展
開
と
同
一
で
あ
る
。
結
局
、
覚
一
本

も

『

十
訓
抄』

を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
養
和
の
弾
奏
曲
を
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢

い
つ
れ
も

く
風
情
お
り
を
お
ほ
し
め
し
よ

ら
せ
給
け
ん

御
心
の
程
こ
そ
め
て
た
け
れ｣

と
簡
明
に
纏
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
た
い
。
覚
一
本
は
、
養
和
の
帰
洛
の
曲
を
虚

構
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『

十
訓
抄』

の
展
開
に
合
わ
せ
、
そ
の
情
況

に
相
応
し
い
演
じ
方
を
語
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四

曲
の
名
称
な
ど
に
関
し
て
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
で
異
な

り
を
見
せ
る
も
の
に
、
外
に
本
三
位
中
将
重
衡
と
千
手
前
の
合
奏
な
ど

が
あ
る
。
千
手
前
の
琴
と
重
衡
の
琵
琶
の
弾
奏
の
場
面
は
、
当
道
系
諸

本
と
南
都
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

宗
茂
が
の
む
時
に

琴
を
ぞ
ひ
き
す
ま
し
た
る

三
位
中
将
の
給

ひ
け
る
は

こ
の
楽
を
ば
普
通
に
は
五
常
楽
と
い
へ
ど
も

重
衡

が
た
め
に
は
後
生
楽
と
こ
そ
観
ず
べ
け
れ

や
が
て
往
生
の
急
を

ひ
か
ん
と

た
は
ぶ
れ
て
琵
琶
を
と
り

て
ん
じ
ゆ
を
ね
ぢ
て

皇�
急
を
ぞ
ひ
か
れ
け
る

(

覚
一
本)

当
道
系
諸
本
と
南
都
本
で
は
二
人
の
弾
奏
は
、
右
の
よ
う
に
五
常
楽

と
皇�
急
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
眼
目
は
死
を
覚
悟
し
た

重
衡
の
戯
れ
で
あ
ろ
う
。
翌
朝
、
頼
朝
が
千
手
前
と
話
す
席
に
い
た
の

は
斎
院
次
官
親
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
会
話
は
、
重
衡
が
風
雅
な

武
将
で
あ
っ
た
こ
と
に
終
始
し
て
、
前
夜
の
曲
目
に
言
及
す
る
こ
と
は

無
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
当
道
系
諸
本
と
南
都
本
以
外
の
諸
本
で
は
曲
目
に

廻
骨
が
入
り
、
翌
朝
の
会
話
の
相
手
が
千
手
前
と
大
膳
大
夫
広
元

(

源

平
盛
衰
記
は
親
能)

と
な
り
、
そ
の
会
話
で
曲
目
の
こ
と
が
話
題
に
な

る
な
ど
と
相
当
に
異
な
る

(

源
平
闘
諍
録
は
欠
巻)

。

当
道
系
諸
本
や
南
都
本
と
最
も
大
き
く
異
な
る
の
は
四
部
合
戦
状
本

で
あ
る
。
こ
の
本
で
は
当
夜
宴
席
の
描
写
が
殆
ど
な
い
。
翌
朝
、
帰
っ
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て
き
た
千
手
前
が

｢

廻
骨
と
云
ふ
楽
を
こ
そ
調
べ
た
ま
ひ
し
か

(

注
９)｣

と
答

え
た
の
が
、
宴
席
を
語
る
唯
一
の
情
報
で
あ
る
。
そ
の
後
、
呼
ば
れ
た

広
元
が
、
こ
の
話
を
聞
い
て
、｢

此
の
楽
と
申
す
は
、
一
期
に
一
度
よ

り
外

弾
か
せ
ぬ
楽
な
り

我
が
身
の
限
り
と
思
食
せ
ば
こ
そ｣

と
答

え
て
、
涙
を
流
し
た
と
い
う
。
広
元
に
よ
っ
て
重
衡
の
前
夜
の
心
情
が

解
説
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
当
道
系
諸
本
、
南
都
本
も
四
部
合
戦
状
本
も

重
衡
の
死
を
覚
悟
し
た
演
奏
に
注
目
し
て
い
る
事
で
は
一
致
し
て
い
る
。

四
部
合
戦
状
本
の
、
広
元
の
解
説
に
よ
っ
て
前
夜
の
重
衡
の
心
情
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法
は
、
前
節
の
師
長
の
賀
王
恩
、
還
城
楽
を
延

慶
本
・
源
平
盛
衰
記
・
長
門
本
が
解
説
す
る
の
に
通
じ
て
い
よ
う
。

四
部
合
戦
状
本
以
外
の
諸
本
で
は
皇�
急
の
弾
奏
は
全
て
で
記
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
五
常
楽
の
方
は
長
門
本
と
南
都
異
本
で
欠
い
て

い
る
。

長
門
本
で
は
二
人
の
合
奏
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

其
後

此
女
こ
と
を
ひ
く

中
将
ひ
は
を
と
り
て

は
ち
を
な
ら

さ
る

女
し
は
し
は
琴
を
つ
け
け
れ
と
も

し
ら
へ
あ
は
さ
り
け

れ
は

引
と
ゝ
ま
り
ぬ

(

注�)

。

こ
れ
は
後
述
の
延
慶
本
と
共
通
す
る
文
章
で
あ
る
。
二
人
の
弾
奏
は

｢

し
つ
か
に
物
あ
は
れ
な｣

る
ま
ま
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

時
の
曲
に
つ
い
て
は
、
翌
朝
、
和
漢
朗
詠
集
か
ら
朗
詠
の
詩
に
興
味
を

も
っ
た
頼
朝
が
千
手
前
に
尋
ね
て
い
る
。
千
手
前
は

｢

は
し
め
は
わ
う

し
や
う
の
き
う
に
て
候
し
か

後
に
は
く
は
い
こ
つ
に
て
候
し｣

と
答

え
、
そ
こ
に
い
た
広
元
が
廻
骨
に
つ
い
て

｢

大
国
に
は

人
の
死
た
る

薨
さ
う
に
は
か
な
ら
す
此
か
く
を
し
候
也｣

と
説
明
を
す
る
。
長
門
本

で
は
右
の
よ
う
に
五
常
楽
も
出
て
来
ず
、
翌
朝
に
曲
目
が
記
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
廻
骨
の
説
明
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
四
部
合
戦
状
本

の
特
徴
に
相
通
じ
て
い
る
。

南
都
異
本
は
合
奏
の
場
面
で
も
曲
名
を
挙
げ
て
い
る
。
但
し
、
五
常

楽
は
出
て
来
ず
、｢

甘
州｣

と
い
う
曲
名
に
な
っ
て
い
る
。
又
、
廻
骨

に
つ
い
て
は
何
回
も
唱
歌
し
な
が
ら
弾
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
翌

朝
の
会
話
の
流
れ
は
長
門
本
に
等
し
い
が
、
廻
骨
の
説
明
は
他
本
に
出

て
来
な
い
こ
と
を
含
む
。

延
慶
本
は
、
南
都
異
本
と
同
様
に
合
奏
の
場
面
で
も
曲
目
を
挙
げ
る
。

し
か
も
、
文
章
は
次
の
よ
う
に
長
門
本
に
似
た
表
現
で
あ
る
。

千
手
琴
ヲ
取
テ

五
常
楽
ノ
急
ヲ
引
澄
ス

中
将
ハ
琵
琶
ヲ
取
テ

掻
鳴
サ
ル

女
シ
ハ
シ
ハ
琴
ヲ
付
ケ
レ
ト
モ

後
ニ
ハ
拍
子
ア
ワ

テ
弾
止
ヌ

夜
深
行
マ
ヽ
ニ

中
将
閑
ニ
心
ヲ
澄
テ

廻
骨
ヲ
ソ

弾
レ
ケ
ル

こ
の
文
章
で
は
、
千
手
前
が

｢

五
常
楽
ノ
急｣

を
、
重
衡
が
廻
骨
を

弾
い
た
の
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
途
中

｢

中
将
ハ
琵
琶
ヲ

取
テ
掻
鳴
サ
ル

女
シ
ハ
シ
ハ
琴
ヲ
付
ケ
レ
ト
モ

後
ニ
ハ
拍
子
ア
ワ

テ
弾
止
ヌ｣
の
と
こ
ろ
、
重
衡
は
何
を
弾
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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翌
朝
、
千
手
前
は

｢

初
ハ
五
常
楽

次
ニ
皇�
ノ
急
ニ
テ
候
シ
カ

後

ニ
ハ
廻
骨
ト
云
楽
ニ
テ
候｣

と
答
え
て
い
る
の
で
、
皇�
の
急
か
と
思

わ
れ
る
が
、｢
五
常
楽
ノ
急｣

と
い
う
表
現
が
気
に
な
る

(

南
都
異
本

で
は
千
手
前
が

｢
甘
州｣

と
皇�
の
急
を
弾
き
、
重
衡
は
廻
骨
を
弾
い

た
だ
け
で
あ
る)
。
延
慶
本
も
、
四
部
合
戦
状
本
・
長
門
本
と
同
じ
く
、

翌
朝
の
会
話
で
前
夜
の
曲
目
名
が
完
結
す
る
と
い
う
性
質
を
も
つ
訳
で

あ
る
。
翌
朝
の
会
話
は
長
門
本
に
増
補
し
た
と
い
う
恰
好
に
な
っ
て
い

る

(

量
の
具
合
で
、
本
の
関
係
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い)

。

源
平
盛
衰
記
は
、
弾
奏
の
場
面
は
当
道
系
諸
本
や
南
都
本
方
の
描
き

方
に
な
っ
て
い
る
。
翌
朝
呼
ば
れ
た
の
も
親
能
だ
が
、｢

サ
テ
楽
ハ
イ

カ
ニ｣

と
問
わ
れ
て
、
親
能
が
解
説
す
る
の
は
、
弾
奏
の
場
面
に
は
名

前
の
出
て
来
な
か
っ
た
廻
骨
で
あ
る
。
源
平
盛
衰
記
は
、
当
道
系
諸
本

の
描
き
方
を
採
用
し
な
が
ら
、
解
説
の
内
容
だ
け
は
四
部
合
戦
状
本
な

ど
、
当
道
系
以
外
の
諸
本
の
も
の
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
宴
は『

吾
妻
鏡』

元
暦
元(

一
一
八
四)

年
四
月
二
十
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。『

平
家
物
語』

は
楽
器
に
言
及

し
な
い
四
部
合
戦
状
本
を
除
い
て
、
千
手
前
の
琴
と
重
衡
の
琵
琶
と
い

う
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
が
、『

吾
妻
鏡』

は
、
千
手
前
の
琵
琶
、
重
衡

の
横
笛
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
曲
は
五
常
楽
と
皇�
急
で
、
当

道
系
諸
本
な
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
後
生
楽
、
往
生
急
と
戯
れ
る
の
だ
が
、

二
曲
と
も
重
衡
が
一
人
で
吹
い
た
か
、
二
人
の
合
奏
か
と
い
っ
た
表
現

に
な
っ
て
い
る
。
宴
後
、
頼
朝
に
曲
の
説
明
を
す
る
の
は
、『

平
家
物

語』

諸
本
に
は
出
て
来
な
い
藤
判
官
代
邦
通
で
あ
る
。
説
明
は
、
重
衡

の
戯
れ
か
ら
廻
骨
に
及
び
、
重
衡
の
心
情
を
解
説
す
る
。
宴
席
で
は
出

て
来
な
か
っ
た
廻
骨
が
邦
通
の
説
明
で
突
然
出
て
来
る
こ
と
か
ら
見
れ

ば
、
源
平
盛
衰
記
の
よ
う
に
当
道
系
諸
本
な
ど
の
重
衡
の
死
を
覚
悟
し

た
戯
れ
と
四
部
合
戦
状
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
廻
骨
の
解
説
の
両
方
を
取

り
入
れ
て
、『

吾
妻
鏡』

の
記
録
は
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。当

道
系
諸
本
は
宴
席
の
場
面
で
曲
名
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て

い
る
が
、
廻
骨
を
挙
げ
る
諸
本
で
は
名
称
の
解
説
が
中
心
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
解
説
に
よ
っ
て
人
物
の
心
情
を
明
ら
か
に
し
、

読
者
の
感
動
を
誘
う
と
い
う
手
法
こ
そ
琵
琶
で
語
ら
れ
な
か
っ
た

『

平

家
物
語』

が
多
用
し
た
方
法
で
あ
っ
た
。

五

さ
て
、
前
節
で
は
南
都
本
・
源
平
盛
衰
記
が
当
道
系
諸
本
方
の
内
容

を
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
入
れ
、
一
方
四
部
合
戦
状
本
は
、
当
道
系
諸
本
と

は
全
く
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
性
質

の
見
ら
れ
る
箇
所
が
も
う
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
大
原
寂
光
院
の
建
礼
門
院
の
庵
室
の
調
度
か
ら
中
宮
時
代
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の
華
や
か
さ
に
筆
が
及
ん
で
、
か
つ
て
中
宮
の
身
辺
に
置
か
れ
て
い
た

琵
琶
の
名
器
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
源
平
闘

諍
録
・
南
都
本
・
南
都
異
本
が
欠
巻
で
、
屋
代
本
・
覚
一
本
等
の
当
道

系
諸
本
と
源
平
盛
衰
記
に
は
琵
琶
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
。

そ
の
他
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢『

平
家
物
語』

諸
本
の
琵
琶
関

係
記
事｣

の

｢

琵
琶
の
伝
来｣

に
、

『

枕
草
子』

に

｢
御
前
に
さ
ふ
ら
ふ
も
の｣

と
し
て

｢

め
つ
ら

し
き
名｣

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
琵
琶｢

玄
象
牧
馬
井
手
渭
橋
無
名｣

の
渭
橋
を
省
い
た

(

琴
の
最
初
に
挙
げ
る)

残
り
四
面
を
建
礼
門

院
の
傍
に
置
か
れ
て
い
た

｢

本
朝
琵
琶｣

の
名
器
と
し
て
四
部
合

戦
状
本
が
挙
げ
る
。
こ
れ
は
延
慶
本
で
は
最
初
の
玄
象
と
最
後
の

無
名
の
二
面
と
な
り
、
長
門
本
に
な
る
と
玄
象
だ
け
と
な
る
。

と
指
摘
し
て
置
い
た
。
わ
ざ
わ
ざ
中
宮
時
代
の
調
度
類
を
諸
書
か
ら
集

め
て
記
す
と
い
う
、
当
道
系
諸
本
の
対
極
の
文
章
が
四
部
合
戦
状
本
に

見
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
延
慶
本
は
、
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
当
道
系
諸

本
に
近
付
け
て
中
間
を
省
い
た
と
言
え
、
長
門
本
も
最
初
だ
け
で
済
ま

し
た
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
四
部
合
戦
状
本
は
、
当
道
系
諸
本
と
対

極
的
な
関
係
に
あ
っ
た
本
文
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
方
向
で
延
慶
本
を
見
る
と
、
延
慶
本
は
、
覚
一
本
的
語

り
を
耳
に
し
な
が
ら
、
こ
の
対
極
的
な
関
係
に
あ
っ
た
本
文
の
性
格
に

沿
っ
て
、
記
事
を
増
補
し
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
外
、
琵
琶
に
関
し
て
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
で
明
確

な
違
い
の
あ
る
こ
と
を
次
に
挙
げ
て
、
こ
の
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ

う
。最

初
は
住
吉
大
明
神
の
琵
琶
弾
奏
だ
が
、
こ
れ
も
前
記
拙
稿

｢

琵
琶

の
弾
奏｣

で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
に
は
住
吉
明
神
が
琵
琶
を
弾
い

た
と
い
う
こ
と
が
出
て
来
る
。
三
本
に
共
通
す
る
記
事
は
、
前
出

鳥
羽
殿
で
の
管
絃
の
遊
び
で
、
盤
渉
調
で
万
秋
楽
を
合
奏
し
て
い

た
時
、
天
井
で
住
吉
大
明
神
が
琵
琶
を
合
わ
せ
た
と
す
る
記
事
で

あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
延
慶
本
の
み
が

｢

琵
琶
行｣

の
詩
句
を
引

い
て
、
そ
の
妙
な
る
音
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
住
吉
大
明

神
に
は
も
う
一
箇
所
、
三
月
三
日
に
厨
子
の
上
に
あ
っ
た
琵
琶
千

金
を
抱
き
お
ろ
し
て

｢

赤
白
桃
季
花｣

と
い
う
楽
を
三
反
程
弾
い

た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
延
慶
本
と
源
平
盛
衰
記
に
あ

る
。
住
吉
大
明
神
は
音
楽
を
嗜
む
神
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
前
出
源

平
盛
衰
記
・
南
都
本
で
有
子
が
住
吉
神
社
の
沖
で
琵
琶
を
弾
く
の

も
、
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
右
に
記
し
た
諸
本
以
外
の
本
の
状
況
を
記
す
と
、
住
吉
大

明
神
の
記
事
い
ず
れ
も
源
平
闘
諍
録
・
南
都
本
・
南
都
異
本
が
欠
巻
で

あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
他
の
諸
本
は
、
巻
は
あ
る
が
、
該
当
す
る
逸
話

が
無
い
の
で
あ
る
。
延
慶
本
は
、
当
道
系
諸
本
の
も
う
一
つ
の
対
極
で
、
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集
約
で
は
な
く
、
そ
の
逆
の
一
貫
性
、
統
一
を
目
差
し
て
記
事
を
増
補

す
る
過
程
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

次
に
、
こ
れ
も
前
記
拙
稿

｢

秘
曲
の
伝
承｣

に
詳
し
く
記
し
た
も
の

だ
が
、
源
平
盛
衰
記
・
長
門
本
・
延
慶
本
が
と
も
か
く

｢

流
泉
啄
木
楊

真
藻
ノ
三
曲｣

(
源
平
盛
衰
記)

と
三
曲
を
示
す
の
に
対
し
て
、
覚
一

本
・
中
院
本
・
城
方
本
は

｢

三
曲
の
う
ち
に
上
玄
石
上
是
也｣

(

覚
一

本)

と
記
し
な
が
ら
、｢
三
曲｣

の
全
体
を
具
体
的
に
示
す
箇
所
が
無

い
。
こ
れ
で
見
れ
ば
、
当
道
系
諸
本
は

｢

三
曲
の
う
ち｣

と
曲
名
に
箔

を
付
け
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
、｢

三
曲｣
と
は
何
か
と
言
っ
た
完
結
性

へ
の
執
着
は
余
り
示
さ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
源
平
盛
衰
記
な
ど

の
完
結
性
に
根
差
し
た
表
現
と
対
照
的
で
あ
り
、
面
白
い
逸
話
の
み
が

本
来
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
識
れ
な
い
。

最
後
は
琵
琶
師
子
丸
へ
の
言
及
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
記
拙
稿

｢

琵

琶
の
伝
来｣

に
、

『

古
事
談』

の
よ
う
に
二
面
の
琵
琶
を
将
来
し
た
と
す
る
の
は
源

平
盛
衰
記
で
、
琵
琶
は

｢

玄
象
青
山
是
也｣

と
す
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
覚
一
本
・
中
院
本
・
城
方
本
は
師
子
丸
と
い
う
琵
琶
も
廉

承
武
か
ら
貰
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
帰
途

｢

浪
風
あ
ら
く
立
け

れ
ば

師
子
丸
を
ば
海
底
に
し
づ
め

い
ま
二
面
の
琵
琶
を
わ
た

し｣

た
と
の
こ
と
で
、
日
本
に
齎
さ
れ
た
時
点
で
は
源
平
盛
衰
記

と
等
し
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
延
慶
本
・
南
都
本
は
廉
承
武
が

青
山
の
琵
琶
で
貞
敏
に
三
曲
を
伝
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
琵
琶
将
来
譚
と
い
っ
た
体
裁
は
無
い
。

と
記
し
て
置
い
た
。
因
み
に
、
源
平
闘
諍
録
・
南
都
異
本
は
欠
巻
、
四

部
合
戦
状
本
と
屋
代
本
に
は
青
山
逸
話
が
無
い
。
又
、
長
門
本
は
青
山

が
廉
承
武
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
が
無
い
。

こ
の
記
事
も
、
源
平
盛
衰
記
が
覚
一
本
以
下
の
当
道
系
諸
本
の
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
延
慶
本
・
南

都
本
は
前
出
、
青
山
の
名
称
由
来
譚
が
こ
れ
に
関
係
し
、
青
山
を
廉
承

武
所
持
の
琵
琶
と
し
て
い
る
。
長
門
本
が
青
山
を
廉
承
武
所
持
の
琵
琶

と
明
記
し
な
い
の
は
、
古
態
の
可
能
性
も
あ
る
。
又
、
四
部
合
戦
状
本

は
、
琴
の
名
器
の
最
初
に
渭
橋
、
最
後
に
師
子
丸
を
挙
げ
る
。

ま
と
め
と
し
て

本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
の
詞
章

(

記
事)

の
異
同
に
は
、
琵
琶
の
弾
奏
の
有
無
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
詞
章

(

記

事)
の
違
い
は
、
琵
琶
の
音
色
や
霊
異
の
内
容
か
ら
、
劇
的
な
構
成
と

名
称
の
解
説
の
対
立
と
い
っ
た
方
面
に
及
ん
で
い
た
。
本
稿
で
は
、
対

象
を
当
道
系
諸
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
が
明
確
な
違
い
を
見
せ
る
と
こ

ろ
に
絞
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
記
事
な
ど
に
対
象
を
広
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げ
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
琵
琶
に
関
連
す
る
詞
章

(

記
事)

は

『

十
訓
抄』

が
纏
め
ら

れ
る
頃
、『
平
家
物
語』

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
と
見
ら
れ
る
。
又
、

重
衡
と
千
手
前
の
演
奏
の
場
面
は
、
当
道
系
諸
本
の
も
の
も
そ
の
他
の

諸
本
の
も
の
も

『
吾
妻
鏡』

の
成
立
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
の

が
宜
さ
そ
う
で
あ
る
。
当
道
系
諸
本
の
対
極
に
位
置
す
る
諸
本
と
し
て

延
慶
本
と
四
部
合
戦
状
本
の
二
本
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
。
情
報
量

か
ら
見
れ
ば
、
延
慶
本
は
覚
一
本
な
ど
と
同
一
次
元
で
、
琵
琶
語
り
と

関
係
な
く
、
机
上
で
記
事
を
編
著
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
四
部
合
戦
状
本
は
こ
れ
に
対
し
て
、
覚
一
本
な
ど
の
当
道
系
諸

本
と
全
く
異
な
る
記
事
を
も
つ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
延
慶
本
成
立
以
前
の

記
事
を
残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
長
門
本
は
、
本
稿

で
は
、
延
慶
本
と
四
部
合
戦
状
本
の
中
間
的
記
事
を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
目
に
つ
い
た
。
源
平
盛
衰
記
は
、
当
道
系
諸
本
の
詞
章
や
内
容
を
適

宜
取
り
込
ん
で
い
て
、
そ
の
姿
勢
は

『

吾
妻
鏡』

に
通
じ
る
面
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

注

注
１

『

人
文』

第
二
十
六
号

(

平
成
一
四
年
八
月)

。

注
２

延
慶
本
は
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
氏
編
の
勉
誠
社
版
に
よ
っ
た
。

注
３

覚
一
本
は
旧
版
の
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。
但
し
、
漢
字
は
常

用
漢
字
体
に
改
め
た
。

注
４

源
平
盛
衰
記
は
国
民
文
庫
版
に
よ
っ
た
。
但
し
、
漢
字
は
常
用
漢
字
体

に
改
め
た
。

注
５

延
慶
本
・
長
門
本
方
だ
が
、
後
記
の
よ
う
に
天
童
が
千
鳥
と
な
っ
て
い

る
の
で

(
)

を
付
け
た
。

注
６

長
門
本
は
延
慶
本
・
源
平
盛
衰
記
方
の
内
容
だ
が
、
演
奏
の
時
を
当
道

系
諸
本
の
よ
う
に
長
寛
時
と
す
る
の
で

(
)

を
付
け
た
。

注
７

『

十
訓
抄』

は

『

古
事
談』

の

｢

師
長
、
配
所
ニ
テ
資
賢
ニ
述
懐
ノ
事｣

に
続
け
て

｢

そ
の
比
大
臣
、
院
参
せ
ら
れ
た
り
け
る
に｣

と
し
て
こ
の

話
を
記
し
、｢

又
彼
の
資
賢
卿｣

と
し
て
資
賢
の
今
様
に
続
け
て
い
る
。

当
道
系
諸
本
は
後
述
の
よ
う
に
こ
の

『

十
訓
抄』

の
構
成
に
従
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
資
賢
の
今
様
を
記
さ
な
い
延
慶
本
は
、
或
い
は

『

十
訓
抄』

そ
の
も
の
を
見
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

注
８

磯
水
絵
氏

｢

師
長
尾
張
国
被
流
給
事
に
つ
い
て｣

(『

延
慶
本
平
家
物
語

考
証
二』

平
成
五
年
六
月)

の

｢

師
長
年
譜｣

に
よ
っ
た
。

注
９

四
部
合
戦
状
本
は
、
高
山
利
弘
氏
に
よ
る
訓
読
本(

有
精
堂
版)

に
よ
っ

た
。

注
10

長
門
本
は
、
麻
原
美
子
・
名
波
弘
彰
氏
校
注
の
勉
誠
社
版
に
よ
っ
た
。

本
稿
は
、
平
成
十
四
年
六
月
二
日
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
で
口
頭
発
表

し
た
も
の
に
手
を
加
え
て
、
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

は
し
ぐ
ち

し
ん
さ
く
・
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
文
学
科
教
授)
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